





今回は､私が作成 した教材作成 ソフ トの中で特に工夫 した箇所 を紹介 してい く｡
いろいろな選択を行 うメニュー画面では番号を入力 して選択するよ りもカー ソル
を移動 して選択する方がはるかにスマー トであるoカーソルを標示するには文字
の白黒反転を利用すると便利である.次にマウスを使 って長方Jf';を描 くとき､始
点を指定 してか ら､終点を指定するまでの間､始点 と移動 しているマウスカーソ
ル とを対角とする仮の長方形を常に描いてやれば､思い通 りの長方形が得 られる｡
しか しそこには既存の図形 を消 してはな らないという非常に困難な課超が存在す
る｡これは論理演符XORを用いたPUT命令を利用することでなんとか解決 し
た｡さらにある図形 をコピーするとき､その図形がマウスカーソルに付いて動け































た り解答によって分岐させた りする ｢作涜ソ
フ ト｣と ③その流れに従って実行 していく
































作 業 メ ニ ュ ー
画 面 の 作 成





















130AS(3)=一 実 行 t
140AS(4)=一フロッピーの初期化一






170PR川T●教材作成 ソフ ト SSI-
180LOCATE27,5



































































































































































































































鱈通の市販 ソフ トではコピー したい図JP,の
枠だけがマウスカ-ソルに付いて動 く場令が
多いが､下に示 す 【図 3】のように図斤三その
ものを動かすと､ここぞ というピンポイ ン ト
にコピーできるのは言 うまでもない｡ しかも









































































































































ば､縦に 3倍拡大 した図形 (図形A")が得
られる｡
その次に､ i.lifページの 【図 5】のように縦
に3倍 した図形A"を同様な方法で一番右の
列から順に右方に3回ずつコピー してやれば






















































ど同 じであるか ら解説を省 くが､コピーする






















































































けでも紹介 していきたい｡ただ独 り茂が りの
点も多いのでこ恵見下されば幸いですO
(平成6年2月07日受理1
